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１ はじめに 

航空機騒音に係る環境基準が 2007 年に改正され、騒音の評価指標が WECPNL(加重

等価平均感覚騒音レベル)から Lden(時間帯補正等価騒音レベル)に移行し、新しい環

境基準は 2013 年４月に施行された。新旧環境基準の値の差は 13 となっているが、

当所の調査結果ではこの値からの乖離が見られる。愛知県では県営名古屋空港周辺

の常時調査地点(１地点)及び短期調査地点(７地点)で航空機騒音を測定している。

常時調査地点については、騒音継続時間を 20 秒と近似している WECPNL の算出過程

で実際の継続時間による補正を行うことにより、WECPNL と Lden の差が 13 に近づくこ

とが報告されている１ )。そこで、短期調査地点での測定結果についても同様の継続時

間補正を適用して、新旧評価指標の比較検討を行った結果を報告する。 

 

２ 調査地点と測定方法 

図１及び表１に示した調査地点１～７で、2018 年度から

2023 年度までに各年度２週間の連続測定により取得したデー

タを対象とした。測定にはリオン(株)製 航空機騒音自動測定

装置 NA-37 を使用し、測定条件は周波数重み付け特性をＡ、

時間重み付け特性をＳとし、継続時間を５秒以上とした。Lden

等の算出に当たってはリオン(株)製 航空機騒音データ処理

ソフトウェア AS-50PA1 を使用した。 

WECPNL は(１)式により算出され、dB(A)തതതതതതതതの𝐿୅,ୗ୫ୟ୶に継続時間

を考慮した(２)式で表される𝐿୅,ୗ୫ୟ୶
ᇱ を用いることにより、継続

時間補正を行った。 

WECPNL = dB(A)തതതതതതതത + 10logଵ଴𝑁 − 27    (１) 

dB(A)തതതതതതതത : １日のすべてのピークレベル(𝐿୅,ୗ୫ୟ୶)を 

パワー平均した値(dB) 

N : 騒音発生回数を時間帯で重み付けした回数 

𝐿୅,ୗ୫ୟ୶
ᇱ =  𝐿୅,ୗ୫ୟ୶ + 10logଵ଴ ቀ

்೏౫౨

ଶ଴
ቁ    (２) 

Tdu r :継続時間(秒) 

 

３ 結果と考察 

継続時間補正を行った結果、各地点とも WECPNL と Lden の差が 13 に近づく傾向が

見られた。例として、７地点のうち地点１と３について、新旧評価指標の差を図２～

３に示した。継続時間補正の効果は特に地点３で顕著であった。これは図５に示す通

図１ 調査地点図 

表１ 調査地点 
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図９ 日平均継続時間と W-L 値 *(地点３) 

り、地点３では継続時間のピークが 13 秒付近にあり、WECPNL の過大評価が解消され

たためと考えられる。地点１での補正なしの新旧評価指標の差は他地点に比べ 10 以

下の値の小さな領域にまで広がっている。これは図４に示すように、地点１では継続

時間が 60 秒を超える範囲にも多数存在しており、WECPNL が過小評価される場合が多

いためと考えられる。 

補正前の新旧評価指標の差は WECPNL の増加に伴い大きな値となっている。これは

図６～７に示すように、ピークレベルの大きな騒音は継続時間が 20 秒以下に多く見

られ、WECPNL が過大に評価されるためと考えられる。図８～９に示すように、日平

均継続時間が 20 秒以下では新旧評価指標の差は 13 より大きい結果が多数を占めた。 

今後は、中部国際空港周辺の調査地点についても同様の検討を行っていきたい。 
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図２ WECPNL と Lden の差(地点１) 図３ WECPNL と Lden の差(地点３) 

図４ 継続時間(地点１) 図５ 継続時間(地点３) 

図６ 継続時間と LA,Smax(地点１) 図７ 継続時間と LA,Smax(地点３) 

図８ 日平均継続時間と W-L 値 *(地点１) 
*W-L 値： WECPNL-L d e n の値  


